【第93回】六稜トークリレー　　講演者　松岡茂雄さん（66期）

「あなたの知らないダリ作品と出合う…世界美術館の旅」

　　　聴講後の感想　大谷透　66期

　美術というものに全くの門外漢であり、特にシュルリアリズムに関しては始めから生理的拒否反応のようなものが出てしまうので、どの程度の興味をもって話を最後まで聞くことができるか心配であった。しかし、さすがは定年退職後に大阪大学文学部の研究生を経て、神戸大学美術史研究会で自分が興味を抱いたものを、深く追求したというだけのことはあって、非常に聞く者の興味をそそるような話し方だと感心した。

　松岡氏が丁度1年前に書きあげたサルバドール・ダリに関する論文「いたましい自己告白――ダリ初期作品のイコノグラフィー～『性理論』ほか、フロイト著作の精読から生まれたエロスの表現～」を友人のよしみで進呈して貰った。その時は表題と掲載してある写真の中で目を引いた絵画の題名を読んだ程度で、そのイコノグラフィー（作品の図像が意味するもの）には特に興味を感じなかったので、そのまま本箱の隅に立てかけたままだった。

　しかし昨年１０月に私が福岡で催される消化器病学会に行ったついでに、彼に奨められて福岡市立美術館に立ち寄り「ポルト・リガットの聖母」を鑑賞する機会があった。そこにはダリの絵はそれ1枚しかなかったので、しばしその前にたたずみ、その作品のイコノロジー（図像解釈学）を試みようとしたがすぐに自分の凡才を悟りあきらめてしまった。

　精神病理学や癌末期患者のグリーフ・ケアでは emotional literacy とか empathy という言葉を用いて、患者の気持ちをできるだけ深く理解し共感することが求められる。松岡氏の系統立てたダリの作品の解説を聞いて、すこしダリの気持ちが理解できた気になったが、所詮凡人の感覚で、天才の持つ感性には近づき難く、優秀な頭脳をもつ松岡氏だから天才と興味を共鳴させうるレベルにまで理解を深めることが出来たのだなあと改めて感心した。

　そして、ダリとの出会いの後、フロイトが云った言葉「古典的な絵画には、私は下意識（sub-conscious）を探し求める――シュルレアリスムの絵画には、意識を探し求める」に納得し、改めて感心した次第である。

　それにしても、世界中の有名な美術館に散在しているダリの絵を、GPSよろしくその国へ飛び、その美術館へ案内してもらい、そこに展示されている絵画を解説付きで短時間の間に鑑賞させて貰い、しかもお二人の仲間の素晴らしいカンツオーネまで添えられ、我々の情操と教養が高められた内容の濃い2時間であった。66期生バンザイ！！
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